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悪性新生物という言葉を手がかりに

Dr.中川のがん通信

　こんにちは。がん対策推進企業アクション議長の中川恵
一です。
　悪性新生物という言葉をお聞きになったことはあるで
しょうか？お聞きになられた方は、おそらく保険商品の説
明の際に耳にされたのだろうと思います。
　悪性新生物というのは、医学用語です。しかし病院の日
常会話でこの言葉を使うことはほぼありません。病院では
シンプルに、がん、と呼んでいます。悪性新生物は要する
にがんの別名です。別名というのは混乱の元でもあります
が、それぞれが多面的な物事の一面を伝えているとも言
えます。悪性新生物という別名は、がんのどのような性格
を伝えているのでしょうか。
　まず悪性、悪いという言葉の意味ですが、これは人間が
生きていく上で都合が悪いという程の意味です。具体的
には、それがあると症状が出たり、命にも関わる、そういう
意味です。
　良性新生物という言葉もあります。良性と名がつくとな
にか良いもののようにも思えますが、違います。良性とは
いえ病気であり、ないに越したことはありません。悪性よ
りはマシ、という程度の意味です。コレステロールや腸内
細菌には善玉、悪玉という分類がありますが、この善玉は
あった方がいいものです。良性と善玉は意味が違うという
ことになります。
　では、悪性と良性の違いはなんでしょうか。簡単に言え
ば、出来た場所に留まるなら良性、他の場所まで広がるな
ら悪性です。
　新生物とはなんでしょうか。新生物はneoplasmという
言葉の訳語です。neop lasmというのは、新しく生じた
物、要するに"できもの"のことです。新しい生物というわ
けではありません（もっともその違いは微妙なところもあ
りますが）。
　あわせますと、悪性新生物とは、たちの悪いできもの、

放っておくと別の場所まで広がっていくできもの、という
意味になることがおわかり頂けるかと思います。別名をと
おしてがんという病気について理解を深めて頂ければと
思います。
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がん大国日本にブレーキをかけたい。

がん対策推進企業アクション事務局
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日本は、人口比における“がん”の死亡割合が世界でも高く、その実態は世界一の“がん大国日本”といっても過言ではありま
せん。企業にとっても、“がん”による人材の損失リスクは無視できない深刻な問題です。
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